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Pro Tools LE 7.1.1 on Mac
for Pro Tools LE Systems on Mac OS X 10.4 (“Tiger”) Only

はじめに
この書類には、Digidesignが推奨するMac OSXのバージョンが起動する Macintosh システム上で動作するPro Tools LE 7.1.1
に関するユーザー・ガイドの訂正事項、互換情報、既知の問題点等が記載されています。

Pro Tools 7.1.1 の新機能
Pro Tools LE 7.1.1 の新機能は以下のとおりです：

新規トラック作成時のデフォルト・トラック・タイムベース

[ 新規トラック ] コマンドで新しいトラックを作成すると、デフォルトのトラック・タイムベース（サンプルまたはティッ
ク）は、[新規トラック ] ダイアログのトラックに対して、最後に使用したタイムベースに設定されます。

また、[ インポート ]>[ オーディオをトラックへ ] コマンド、またはオーディオ・ファイルをタイムラインにドラッグして
新規トラックを作成すると、デフォルトのタイムベース（サンプルもしくはティック）は前回のトラック作成時に選択し
た物と同一になります。唯一の例外は、ティックベースのファイル・フォーマット（ACID 及び REX ファイルなど）であ
り、これらをインポートしてオーディオトラックを作成するとデフォルトのタイムベースはティックとなります。

同一のコンピュータ上におけるPro Tools LE及び M-Poweredの混在をサポート

Digidesign により推奨されるコンピュータであれば、Pro Tools LE 7.1.1 及び Pro Tools M-Powered 7.1.1 の混在が可能となり
ました。

Pro Tools LE及びM-Powered を混在するには： 

1  製品に同梱されるスタートアップ・ガイドに従って、Pro Tools LEまたは M-Poweredをインストールします。 

2  Pro Toolsスタートアップ・ガイドに従い、もう一方のPro Tools システムをインストールします。

Pro Tools のアンインストール
Pro Tools 7.1.1 から、Pro Toolsのアンインストール方法が変更されました。現在、ProTools には、システムから ProTools を
削除するための、独立したアンインストーラが収められています。

コンピュータからProTools software を削除する場合は、このProTools アンインストーラを使用します。このアプリケーショ
ンは、Pro Tools インストーラ・ディスクのルート・レベル、または Applications/Digidesign/Pro Tools/Uninstallers folder
（Pro Tools 7.1.1 のインストール後）に収められています。

ソフトウェアの混在は、Pro Tools LE及び M-Poweredのバージョンが同一である場合のみサポートされます。

インストールが完了すると、既存の Pro Tools のセッション・ファイルのアイコンは、最後にインストールされた
Pro Tools システムのアイコンに変更されます。
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Pro Tools をコンピュータから削除するには： 

1  ProTools がインストールされたアカウントに管理者権限でログインしていることを確認します。Mac OS X の管理者権限
に関する詳細は、OSX のマニュアルをお読みください。 

2  Pro Toolsインストーラ・ディスクのルート・レベル、または /Applications/Digidesign/Pro Tools/Uninstallers folder（Pro Tools
7.1.1 のインストール後）Uninstall Pro Tools アプリケーション・アイコンをダブルクリックします。 

3  画面に表示される指示に従って、Pro Toolsをアンインストールします。 

4  管理者のパスワードを入力し、[OK]をクリックします。 

5  完了したら、アンインストーラを終了します。

互換性
Digidesign では、Digidesign が動作確認を行ったハードウェア及びソフトウェア環境のみを互換 / 対応情報として提供して
います。動作確認済みのコンピュータ、オペレーティング・システム、及びサードパーティー機器等に関する最新情報は、
Digidesign のWebサイト (http://www.digidesign.co.jp/japan/compato/index.html)でご確認下さい。

Mbox及びMbox 2、または他のUSB オーディオ機器を、右側のUSB ポートへ接続しないでください。(Item #74692)

MacBook Pro の USB アーキテクチャの問題のため、Digidesign, M-Audio またはサードパーティ製USB オーディオ機器は、
左側の USB ポート（電源アダプタ・ケーブル用ポートの隣）への接続のみが、サポートされています。オーディオ・イン
タラプトやサンプル落ちを引き起こす可能性があるため、上記の機器は右側のポートへ接続しないでください。ただし、
iLokに関しては、右側ポートでの使用がサポートされています。

データベース・ファイルの互換性

Pro Tools 7.1.1 は新しいDigidesign データベースのファイル形式を必要とします。既に存在するデータベース・ファイルは、
Pro Tools 7.1.1 の初回起動時に削除されます。検索速度を上げるために、使用されているドライブを再インデックスします。

Intel Mac で iLok.comを使用する。(Item #75951)

iLok.com Client Helper は、IntelMacには未対応ですが、SafariなどのUniversal Binary としてプログラムされているウェブ・
ブラウザで、iLok.com を利用できます。これには、Rosetta を使用してブラウザを起動させます。

Rosetta を使用してブラウザを起動するには： 

1  Finder からウェブ・ブラウザのアプリケーション・アイコンをクリックします。 

2  Finder のファイル・メニューから、「情報を見る」を選択します（またはCommand+I）。 

3  「Rosetta を使用して開く」にチェックを入れます。 

4  「情報を見る」ウィンドウを閉じます。

Pro Tools はスリープ・モードをサポートしません。

システム環境設定から省エネルギー設定を開き、スリープ設定タブ上、全てのスリープ関連機能を使用停止に設定します。
「コンピュータがスリープするまでの静止している時間」を“しない”に設定してください。またPro Tools の使用時は、手
動でスリープモードへは移行しないでください。

F9, F10, そしてF11 キーを Pro Tools で使う。(Item #39985)

Mac OS X 10.4 及びファンクション・キーへの Expose デフォルト設定のため、F9、F10、そして F11 キーはPro Tools では
正常に動作しません。Pro Tools でこれらのキーを使用するには、Expose のデフォルトの設定を変更する必要があります。
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FireWire デバイス使用時にハードウェアとのコミュニケーションが断たれる場合があります。(Item #55312)

Pro Toolsを使用中に FireWireディバイスの接続を外すと、Pro Tools はそのデバイスを再認識できなくなります。この場合、
ダイアログが出現し、Pro Tools を一度終了して上でインターフェイスを再接続するよう促されます。Pro Tools を終了する
前にセッションをセーブできます。（M-Audioの FireWireディバイスの電源を入り切りする際の手順に関しましては、付属
のマニュアルに従ってください。）

2台以上の同名の FireWire ボリュームをマウントした際の不具合 (Item #44223)

2 台以上の同名FireWire ボリュームをマウントした状態で、同名の2 台目のドライブへセッション・データを保存した後、
このセッション・データのエイリアス・ファイルをデスクトップに作成し、Pro Tools 上からこのエイリアスを開こうとし
た際にはPro Tools アプリケーションがクラッシュします。この問題を避けるため、複数の Firewire ドライブをマウントす
る場合には、必ず各ドライブに対して別々の名称付けを行います。

確認されている問題点
ここでは、Pro Tools LE 7.1.1 の使用時に生じる問題点とその回避方法について記載しています。

トランスポートの動作中にモニタの明るさを調整すると、エラーが起きる可能性があります。(Item #77237)

設計上の制限のため、Pro Tools のトランスポートが動作している間は、MacBook Pro モニタの明るさを調整しないでくだ
さい。トランスポートが停止して、エラーが起こる可能性があります。Digidesign は、トランスポートの停止中にモニタ調
整を行うことを推奨します。

Pro Tools 7.x セッションよりエクスポートされたMIDI Type 1 ファイルが、Pro Tools 6.x セッションに正しくインポート
されない問題点 (Item #72181)

Pro Tools 7.x セッションからエクスポートされた MIDI Type 1(SMF 1) ファイルは、Pro ools 6.x セッションには正しくイン
ポートされません。MIDIトラックは正しく作成されますが、MIDI リージョンがプレイリスト内の正しい位置に作成されな
い問題が発生します。プレイリスト内に反映されない代わりに、リージョンリストにのみインサートされます。MIDI リー
ジョンをプレイリストにドラッグする事により、この問題を回避する事ができます。

AudioSuite とリージョン・グループ (Item #64410)

オーディオ･ファイルとリージョン・グループでは、AudioSuite プラグインの処理がわずかに異なります。オーディオに関
しては、“リージョンリスト参照”を選択して、“プレイリストに使用”を選択したりすると、AudioSuites プロセスがセッ
ション内に現れるオーディオ･ファイルの全コピーへ適用されます。しかし、リージョン・グループを選択中に、ターゲッ
トが AudioSuite プラグイン・ウィンドウ内の“リージョンリスト参照”にセットされていると、ProTools はリージョン・
グループをプロセス可能なオーディオと認識せず、“オーディオが選択さていません”というエラーが現れます。これは、
実際にトラックの中で使用されるまで、リージョン・グループが“オーディオ”ユニットとして認識されないために生じ
ます。

瞬時にセッション内にあるすべてのリージョン･グループのコピーに AudioSuiteを適用するには、下記の通りにします。 

1  プロセスするリージョン･グループを選択します。 

2  リージョン・メニューから [すべてのグループ解除]を選択します。グループ内の全要素が選択されたままの状態になりま
す。 

3  AudioSuite プロセスを実行します。 

4  リージョン・メニューから [再グループ ]を選択します。 

5  プロンプトが表示されたら、セッション内のリージョン・グループの全コピーへAudioSuite を適用する場合は“修正”を
選択し、選択されたリージョン・グループのみに適用する場合は“コピー”を選択します。
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インストゥルメント・トラックやAux 入力にソフトウェア・インストゥルメントをインサートしても音が出ない。
(Item #65797)

ソフトウェア・インストゥルメントによっては、音も鳴らず、再生もしないものがあります。これが起こった場合は、ハー
ドウェア・インプットをインストゥルメント・トラックまたはAux インプットに、MIDI アウトプットをインストゥルメン
ト・トラックへ手動でアサインします。

Pro Tools はQuickTimeムービーのサラウンド・オーディオには対応していません。(Item #67350, 67351, 67353)

QuickTime 7では、QuickTimeムービーを使用する際のサラウンド・オーディオの機能が追加されました。現在の所、Pro Tools
は 3 チャンネル以上のオーディオ持つ QuickTime ムービーには対応していません。Pro Tools は、マルチチャンネルの
QuickTimeムービーをインポートする事も、マルチチャンネルのQuickTime ムービーとしてバウンスする事もできません。
また同様に、マルチチャンネルのQuickTimeムービーはワークスペース・ブラウザでは認識されません。

CD及びDVD からのデータコピー（Item #54913）

CD 及びDVD からセッション・データをローカル・ドライブにコピーした後には必ずそのデータの所有権とアクセス権を
変更する必要があります。[ ファイル ] >[情報 を見る ] から、所有権とアクセス権の部分を開き、権限を「読み出しのみ」
から「読み / 書き」に変更してください。

G5のパフォーマンスを最適化する (Item #63888)

OSX 10.4 上の Pro Tools のパフォーマンスを最適化するため、スリープタブ上の " 可能な場合はハードディスクをスリープ
させる " 設定は切ってください。

Pro Tools 起動中における iTune でのCD作成 (Item #55192)

iTune でのCD 作成時にPro Tools が起動していると、Pro Tools がクラッシュすることがあります。iTuneで CD を作成する
前には必ずPro Tools を終了してください。

復旧されたセッションを開いた後のプレイバックエンジンへのアクセスについて (Item#54319)

セッションファイルの自動バックアップを使い保存されたファイルを開くときは、一度新しく名前をつけ、再度保存して
ください。そのままですとプレイバックエンジンにアクセスできないことがあります。

Pro Tools 起動時の -5000 (Unknown Error) エラー (Item#36130)

複数のパーティションのあるシステムで、それぞれのパーティションに違うバージョンの Interlok Pace がインストールされ
ているとPro Tools 起動時に“Unknown -5000 error”が発生します。全てのパーティションに同じPace のコンポーネントを
インストールする事により、この問題は回避出来ます。

以前のバージョンのPro Tools で作成されたセッション・ファイルを開くと見つからないファイルがでます。
(Item #37572)

以前のバージョンのPro Tools で作成されたセッション・ファイルを開くと、いくつかのファイルが見つからないと表示さ
れます。この場合、再リンクウィンドウにて「ファイル名」と「長さ」によって再リンクできます。「フォーマットの一致」
ではリンクが見つからない場合があります。

Pro Tools 7.1.1 で保存したセッション・データを、それ以前のバージョンの Pro Tools アプリケーション上で更新した場
合、Pro Tools 7.1.1 特有の情報が失われる (Item #49923)

Pro Tools 7.1.1 セッションを 5.1-->6.9 フォーマットで保存して、以前のバージョンの Pro Tools を使用してセッションを開
くと、下位フォーマットのみが維持されます。例えば、ProTools 7.1.1 セッションをPro Tools 5.1-->6.9 フォーマットで保存
してから、ProTools 6.9でセッションを開くと、インストゥルメント・トラックはMIDI トラックとAux インプット･トラッ
クに分割されます。互換性とセッション移行に関する詳細は、ProTools リファレンス・ガイドをお読みください。

MP3 Codecは著作権保護されたファイルをエクスポートしません。(Item #68985)

Pro Tools 7.1.1 の新しいMP3 Codec は、著作権保護されたファイル属性をエンコードする機能はありません。これはフラウ
ンホーファーの新しいCodec 制限です。
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プラグイン

SurroundScope プラグインにグラフィカル・アーティファクトが表示される。(Item #73428)

Pro Tools 7.1.1 とともにインストールされるバージョンのSurroundScope プラグインのメイン・ディスプレイには、グラフィ
カル・アーティファクトが表示されます。

この問題を修正したアップデート・バージョンが、近い将来に予定されています。Surround Scope をアップデートするため
の、新しい無償DigiRack Signal Tools プラグインは、Digidesignのウェブ・サイト（www.digidesign.com）からダウンロード
できます。

7.1.1 対応プラグイン及び追加オプション・ソフトウェアのデモ・モード

Digidesign 7.1.1 プラグイン及びPro Tools 7.1.1 追加オプション・ソフトウェアには、期間限定のデモ版は含まれません。そ
の代わり、これらプラグイン及び追加オプションのデモ版を使用するには、iLokUSB キー及びデモの iLokライセンスが必
要です。デモ・ライセンスの取得を希望される際は、Digidesign ウェブサイト (www.digidesign.com) の、其々の製品ページ
にてDemoボタンをクリックしてください。

ReWireを使用する際のシステムリソースの保護 (Item #43521)

Pro Tools のセッションでReWire ( 特にシングル・プロセッサのコンピュータにおいては ) を使用する際、RTASの負荷を
増加させる事によって (RTAS plug-ins を増やす、及びlow instance counts の RTAS plug-insを増やす事により )、CPU に負荷
を与え、パフォーマンス・エラーを引き起こす恐れがあります。最大のパフォーマンスを実現させるには、plug-inのトラッ
クをオーディオ録音し使用されているplug-ins を無効にする事により、CPU リソースを保護して下さい。

RTAS Plug-In の負荷の大きいセッションでのシステム・リソースの保護 (Item #43522)

シングル・プロセッサのコンピュータにおいて RTASの負荷を増加させる事によって (RTAS plug-ins を増やす、及び low
instance countsの RTAS plug-ins を増やす事により )、CPUに負荷を与え、パフォーマンス・エラーを引き起こす恐れがあり
ます。最大のパフォーマンスを実現させるには、plug-in のトラックをオーディオ録音し使用されているplug-ins を無効にす
る事により、CPU リソースを保護してします。

Mod Delay I プラグイン設定のインポート（Item #27486）

Mod Delay I 設定をMod Delay II へインポートした後は、Mod Delay II 設定ポップアップで表示させる前に、設定ファイル
を保存しておく必要があります。これにより、ModDelay I プラグインとの下位互換が保たれます。Mod Delay I プラグイン
は、Pro Tools LE インストーラーCD の "Additional Files/Unsupported Software"フォルダに納められています。

ビデオ

アドミン権限の無いユーザーが、QuickTimeムービーを含むセッションを開いた時に、そのセッションを再生できない問
題 (Item #47053)

もしアドミン権限がなく、Quick Timeへの承認が無いユーザーが、QuickTime ムービー付きのセッションを開いた場合は、
「Quick Timeムービー・ファイルが無く再リンクしますか」というダイアログが表示されます。再リンクウィンドウでは、
そのムービー・ファイルを見つけ再リンクしたかのように �'�ƒ���•が、依然再生することはできません。再生できるよう
にするには、Quick Timeファイルへの承認をすることになります。

Pro Tools の起動中にDV 機器を接続、あるいは取り外した際に生じるDAE エラー (Item #35034)

Pro Toolsの起動時に DV機器を接続すると、-6090、-6093、あるいは -6097 DAE エラーの発生、またはPro Tools が予期せ
ぬ理由で終了する可能性があります。これを回避するためには、すべてのDV機器とその他のFireWireディバイスをPro Tools
の起動前に接続する必要があります。
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オリジナル・タイムコードのロケーションを維持することができません。(Item #37628)

（Pro Tools LE with DV Toolkit のみ）

あるリージョンへ現在のタイムコードを再定義すると、ProTools に“セッションの境界の外にリージョンまたはプレイリ
ストが存在するため、入力されたタイムコードでは元のタイムコードロケーションを維持できません。相対的な位置を維
持するには（O.K）をクリックしてください”と表示されます。相対的な位置でタイムコードを保つには、OK をクリック
してください。ここでO.Kをクリックすれば正しい位置へ再度おくことができます。

DV Toolkit 2

スクラブ・トリム・ツールが、ループされたリージョンをトリムする際にスクラブしない問題点 (Item #72650)

スクラブ・トリム・ツールを使用して、ループ・トリマーでループされたリージョンをトリムしても、オーディオがスク
ラブされません。

Digi 002 と Digi 002 Rack

低バッファサイズでのRTASパフォーマンス (Item #68171)

極めて低いバッファサイズの下では、RATSプロセッシングに対して複数のプロセッサーを割り当てていると、パフォーマ
ンスを低減させる可能性のある RTAS プラグインもあります。その場合、[ プレイバックエンジン ] ダイアログで、RTAS
プロセッサーの数を1 つに設定します。

CPU使用限度 95%以上での DAE エラー (Items #36196)

Digi 002 及びDigi 002 Rack システムでは、[CPU使用限度 ]を 95%以上に設定すると、 6086, 6093, or 6097 DAE エ
ラーが起こることがあります。Pro Tools がアイドリング中に -6097 のエラーが発生する場合は、作業中のセッション内でア
クティブなプラグインの数を減らしてください。（この問題は、デュアル・プロセッサのMacintosh にて、プレイバックエ
ンジンダイアログのRTASプロセッサが 1に設定されている際にのみ発生します。）

Digi 002/Digi 002 Rack システムでPro Tools を使用し、管理者権限でログインし、システム上に何らかの設定変更した場
合、次回のProTools 起動時に問題が発生する可能性がある。(Item #35315)

管理者としてログインしながら、システム上の設定変更（あるいは terminal で sudoコマンドを使用）を行った場合、次回
のPro Tools 起動時に問題が発生する可能性があります。これが起きた場合には、Digi 002/002 Rack 及びコンピューターの
電源を一旦完全に切り、その後、再びDigi 002/Digi 002 Rack、コンピューターの順に起動し、最終的に Pro Tools アプリケー
ションを起動しなおします。

Digi 002を Mac OS  9 とMac OS X とで切り替える際のファームウェア・アップデートは不要。

Digi 002 を Mac OS X で使用した後、Mac OS 9 でも使用する場合は、新しいバージョンの Digi 002 ファームウェアをダウ
ンロードするようアラートが表示されます。これは必ずしも必要ではありません。ファームウェアをダウンロードしてく
ださいといった内容のダイアログが表示されましたら、「後で」をクリックしてください。もしMac OS 9 ファームウェアを
ダウンロードしてしまうと、再度Mac OS X でDigi 002を使用する際に、Mac OS X 対応のファームウェアをダウンロード
するように促されます。このダイアログは、Mac OS X とMac OS 9 の間を行き来すると、Pro Tools の起動時に毎回確認さ
れるようになりますが、これは無視してください。

Digi 002で使用する Pro Tools LEは入力された MIDI タイムコードへシンク不可（Item #36448）

Digi 002 で動作する Pro Tools LE では、AMS の起動中にPro Tools を起動すると、Pro Tools がMIDI タイムコード（MTC）
とシンクできなくなります。必ずAMS を終了してからPro Toolsを起動するようにしてください。
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-6097エラーまたは複雑なセッションでの Pro Tools LEのフリーズ（Item #37973 ）

コンピュータのCPU の許容量を越える多数のプラグインでセッションを作成する、または開く際、Pro Tools LEはDigi 002
またはDigi 002 Rack とのコミュニケーションが取れなくなり - 6097エラーが表示され、フリーズする可能性があります。
このような状況では、一度Digi 002または Digi 002 Rack の電源を切り、Pro Tools を終了する必要があります。同じシステ
ム上でセッションをプレイバックする前に、プラグインの数を減らしてください。

Mbox 2

Mbox 2 はOzone ドライバと非互換 (Item #73599)

同一のシステムにて、Mac OS X 上にOzone ドライバがインストールされていると、Mbox 2 は認識されません。Mbox 2 を
使用する際は、Ozone ドライバがインストールされていない事を必ずご確認ください。

Mbox 2 とM-Audio 製の Fast Track Proに関するデバイス・ドライバのコンフリクト (Item#72780)

Mac OS X 上にてPro Tools LE を起動する際、Pro Tools LEと Pro Tools M-Poweredが混在しており、M-Powered のデバイス
の電源が入っていると、Pro Tools LE が起動に失敗する事があります。この問題が発生した場合は、M-Powered のデバイス
の電源を切り、接続を外した状態でPro Tools LEを起動してください。

AC-3 Mode 設定切り替え時にMbox 2 から発生するオーディオ・ポップ (Item #63293)

Mbox 2 Control Panel 内において、AC-3 オプションにチェックを入れるまたは外すと、アナログ・アウトプットからオー
ディオ・ポップが発生する。

Mbox 2 は 49 KHz 以上のサンプルレートには非対応 (Item #63141)

Mbox 2は 49 KHz以上のサンプルレートをサポートしません。これはUSB 1.1の帯域制限とUSB コントローラーに起因し
ます。これは、外部S/PDIF クロックに同期して、サンプルレートが2%あるいは通常の 48 KHz以上に引きあがった時にの
み起こる問題です。

Mbox

Mbox及び Pro Toolls LE使用時の推奨ハードウェア・バッファサイズ (Item #38657)

Mbox 及び Pro Tools LE 使用時の推奨ハードウェア・バッファサイズは512 samples です。

Pro Tools LEの起動中に Mboxを接続すると認識されない事がある (Item #43449)

Pro Tools LE 起動時にMbox のUSB コネクタを接続すると、インターフェースが認識されない事があります。これを避ける
為に、Pro Tools LE の起動前にMbox を接続して下さい。

Mac OS X Firmware Updater がフリーズする（Item #35047）

Mbox とUSB ケーブルを再接続する際、Mac OS X Firmware Updater がフリーズする場合があります。この場合、コンピュー
タを再起動してから、再びアップデータを実行してください。

［ハードウェア設定］ダイアログの［ペリフェラル］に「インターフェースなし」と表示される（Item#37383）

Mbox を使用する際、ハードウェア設定内のペリフェラルのセクションで、インターフェースがありませんと間違ったダイ
アログが表示されることがあります。これは問題を提示しているのはありませんので、無視してください。
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Apple オーディオ MIDI 設定 (AMS)

Pro Tools の再生中にAMS の設定を変更しない。

Pro Tools LE でセッションを再生中にAMS の設定変更を行うと、問題を生じる可能性があります。AMS を編集する必要が
ある場合は、まず Pro Tools を停止してください。AMS の設定を変える場合は、最初に Pro Tools のプレイバックを停止し
てください。Pro Tools 起動後に設定> オーディオMIDI 設定を編集 .... を選択し、AMS を起動します。

エラー・メッセージ

再生中の -6031エラー （Item #32637）

複雑なMIDI やオートメーション・データを持つセッションを再生中に - 6031 というエラーが生じたら、再生を一旦止め、
セッションを保存し閉じてください。そしてPro Toolsを終了してから再起動し、そのセッションを再び開いて作業してく
ださい。

-6093エラー：Digi 002 / 002 Rack、Canopus、及び Firewire ドライブを併用した際に表示されるエラー（Item#53011）

上記システムをG5Macintosh 上にて使用時、CanopusADVC-100 DV を使用した場合に起こる -6093エラーが発生した場合
には、Digi 002 / 002 Rack をひとつの Firewire ポートに、もう片方のFirewire ポートにドライブ及びCanopus のコンバータ
を接続し、Firewire 接続を分配します。

-6093エラー：オペレーティング・システムのインターラプトが長すぎます（Operating System Held Off Interrupts for Too
Long ; Item #46779）

-6093エラーが頻繁に生じる場合は、ハードウェア・バッファーサイズを増やしてください。

FireWire Drive 上に録音している場合、あるいは単一ファイルのファイル・サイズが2 GB に到達した場合の
DAE Error -9073 (Item #42611)

FireWire ドライブへ録音中､2 GB のファイル・リミットに到達した時、本来表示されるべき“Recording has been terminated
because a disk is full”というディスク上に空きスペースがなくなったため録音を継続できない旨のアラートの代わりに
DAE -9073が表示されます。このエラーは悪いものではなく、データの損失を示すわけでもハードドライブに問題があるわ
けでもありません。

FireWire Drive に録音している場合、あるいは単一ファイルのファイル・サイズが2 GBに到達した場合、これ等が何れも
該当しないDAE Error -9073

-9073エラーが生じた場合は、Digidesign のWebサイト（www.digidesign.com）のアンサーベースを参考に、可能性のある
原因の追求とその解決を計ってください。

DAE Error -9128

サンプルレートが高く（96 kHz以上）、また複雑なオートメーションを伴う、もしくは多数のRTASプラグインが使用され
ているセッションを再生中に、この-9128エラーが生じる場合は、ハードウェア・バッファサイズを512 以上に設定すると
回避できる場合があります。

- または -

長時間のレコーディングで 9128 が生じた場合、［設定］>［プレイバックエンジン］でCPU 使用限度を99％に設定して
ください。

DAE Error -9132

ハードウェア・バッファサイズ設定を最高値に設定しているにも関わらず、［ディスクへバウンス］中に -9132エラーが生
じたら、セッション上に録音用のトラックを作成し、目的のトラックから内部バスを適切にアサインして、ディスクに録
音してみてください。
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DAE Error -9735

Pro Tools がタイムラインの終点に到達した際、またはその論理的限界に達した場合、Pro Tools を最大タイム・リミットよ
り長く継続して再生していると、このエラーが生じます。Pro Tools の最大タイムリミットは、セッションのサンプルレー
トに依存します。詳細はPro Toolsリファレンス・ガイドを参照してください。
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